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　近年、人間をとりまく環境において、人工的

な環境の比率が増大しているが、その中で、過

度の制御、過度の定常性（秩序性）が問題となっ

ている。例えば、単調労働とはある意味で極端

な定常的環境である。御存知と思うが、チャッ

プリンが主演した、映画「モダン･タイムス」で

は、チャップリン演じる労働者チャーリーの仕

事は、一日中ナットをしめる単調労働で、その

結果、何もかもがナットに見えてしまい、精神

錯乱寸前になってしまうのであった。これまで

の研究で、主観的に扱われるだけであった複雑

さ･単調さは、1/fnゆらぎのn、すなわち変動量

をフーリエ解析した場合のパワースペクトル密

度の分布の傾きとして数学的基盤を持ち、また

各種実験において連続的に変化させることも可

能となった。本研究においては、1/fnゆらぎの

生体に対する影響のうち、随意運動に対する被

験者の課題遂行ストラテジーの形成への影響を

検討するため、GO/NO-GO反応に基づいた実験

を行った。NO-GO反応は、指示されたシグナル

の時だけ動作を行わないという運動課題で、こ

の維持のためには、提示頻度および刺激間隔時

間などから構成されるGO刺激の冗長性が、一定

以上必要であると考えられている。本実験は、

聴覚刺激間隔の規則性、すなわち1/fnゆらぎの

べき乗nを変化させ、冗長性を変化させた場

合、NO-GO反応の成立、すなわち課題遂行スト

ラテジーの形成に対する影響を検討した。

　まず、課題遂行中の脳活動のMEG（脳磁図）信

号を、加算平均ならびにTime Frequency Rep-

resentation analysis （TFR）法（図１）を用いて分

析を行い、波形ならびにトリガーに同期した各

周波数帯域のパワーの経時変化を観察した。

　実験結果は、1/f0から1/f1、1/f2、1/f∞と刺激間

隔のゆらぎのべき乗の増加に従って、上側頭に

おけるミスマッチ反応（“期待感”の破壊に対応す

る脳活動の活性化）の増大、および後頭におけ

るベーター波帯域のパワーの減少している時間

（非同期化時間）の増大（図２）が観察された。変

動の中に規則性が発生すると、人間は、鋭敏に

感知し、予測を形成し、それによってミスマッ

チ反応を増加させ、さらに対応する活動が後頭

においても亢進する事が明らかになった。

　人によって、この規則性を抽出する能力（構

造感受性）は違っており、外部環境への嗜好

性、たとえば音楽の好みなどにも影響すると考

えられる。この研究で使用したような1/fnゆら

ぎを用いて、各個人の構造感受性を数値化でき

れば、各個人に適したオーダーメード環境を設

計することが可能になると考えられる。
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図1　聴覚刺激の刺激間隔を、1/f0ゆらぎ, 1/f1ゆらぎ
, 1/f2ゆらぎおよび一定間隔 (1/f∞) 条件で変動させ、
MEGシグナルをTFR法で分析した際の、トリガーに同
期した各周波数帯のパワーの経時変化

図2　1/fnゆらぎのべき乗nと左後頭チャ
ンネルCH75/76におけるベータ帯域の
非同期化時間との関係


